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1．子どもの現状

小学校：男子0.5点、女子0.1点増加
※令和6年度との比較

中学校：男子0.4点、女子0.3点増加
※令和6年度との比較

令和7年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 結果

スポーツ庁（2025）全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書

1．子どもの現状

スポーツ庁（2025）全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書

令和7年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 結果

運動やスポーツは「好き」と回答し た児童生徒ほど、体力合計点が高い
（「嫌い」と回答した児童生徒ほど，体力合計得点は低い ）



1．子どもの現状

スポーツ庁（2025）全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書

令和7年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 結果

体力合計点が高い児童生徒ほど，総運動時間は長い
→体力の維持・向上には，運動習慣の形成が重要

1．子どもの現状

スポーツ庁（2025）全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書

令和7年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 結果

体育・保健体育の授業は，運動継続への意識に影響する
「楽しい」授業が，子どもの運動習慣の形成や体力向上に関係している

1．子どもの現状

子どもの身体活動に関する2022年の交際調査Global Matrix 4.0の結果

・日本は総合評価が高い
・特に優れている点は，高い体力（主として全身持久力）⇨意外？
・活動的な運動手段・・・ほとんどの子どもが徒歩・自転車で通学
・長年にわたり学校制度をベースに取り組まれてきたことも国際的

な視点から見たら，日本の長所（体力・運動能力の測定・運動習
慣調査，学校での健康診断・身体測定，全国共通のカリキュラム，
運動部活動，公立学校の配置など）

「日本の長所のうち，いくつかが，変わりゆく社
会の中で“曲がり角”に差し掛かっている」

田中・渡辺（2025）「身体活動」からみる子どもの体力：日本型「体力重視」をグローバルに捉え直す. 武藤芳照監修，南江堂.

1．子どもの現状



1．子どもの現状

1週間の総運動時間 × スクリーンタイム

1週間の総運動時間 × 体力

体力の維持向上のためには
運動習慣の形成が重要

運動習慣を形成させるにはどうすれば良いのか？

たくさん運動すれば眠くなり，スクリーンタイムや座位行動も減少
1週間の総運動時間 × 睡眠

睡眠 スクリーンタイム

スポーツ庁（2025）全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書 スポーツ庁（2025）全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書

令和7年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 結果

「楽しくない」と感じている児童生徒は，
「目標を意識して学習することで、 できたり分

かったりする」という回答が低い傾向

1．子どもの現状

“個に応じた
目標・めあての設定”

スポーツ庁（2025）全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書

令和7年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 結果

授業が「楽しくない」と思っている
児童生徒が望む授業

・できなかったことができるように
・自分に合った場やルール
・自分に合ったペースで
・できる・できないで比べられない

1．子どもの現状

“個に応じた課題の設定”

運動志向性 例

① 充実志向 運動そのものが楽しい

② 訓練志向 自分の身体や能力を高めたい

③ 実用志向 運動が生活や将来に役立つ

④ 関係志向 周りの人との関係が理由

⑤ 自尊志向 認められたい・優れていたい

⑥ 報酬志向 ごほうびなどが理由

運動そのものに
価値を感じている

運動以外のものが
動機になる

個々に応じた運動の動機があり，様々な動機がある

上地ほか（2012）青少年期における運動志向性と行動変容技法の関係．体育学研究, 57: 455-469.

運動志向性 ーそもそも運動することの動機は何か？

2．運動習慣の形成



 何かができるようになっていくことは楽しい！
 運動すること自体が楽しい！
 いろいろな技術を身につけたい！

足でボールを操作するって
難しい・・・

団子型（人がボール集まる）
になってしまう・・・

サッカーの難しさ

パスが繋がらない・・・
サッカー経験者だけが

活躍する

ボールを持ってないとき
何すればいいの？

2．運動習慣の形成

上地ほか（2012）青少年期における運動志向性と行動変容技法の関係．体育学研究, 57: 455-469.

運動志向性 ーそもそも運動することの動機は何か？

“教材・教具の工夫”

 みんながやるから当たり前と思って
 みんながすることをやらないとおかし
いような気がして
周りの人がよく運動するので，それに
つられて

令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果

“協同的に学ぶ場”

2．運動習慣の形成

上地ほか（2012）青少年期における運動志向性と行動変容技法の関係．体育学研究, 57: 455-469.

運動志向性 ーそもそも運動することの動機は何か？

運動で得た経験はいずれ仕事や生活の役に立つ
将来の仕事や生活に活かしたい
身体を鍛えると，生活場面で役に立つ

第4期スポーツ基本計画の重点課題
「1．国民のスポーツ実施促進にウェルビーイングの向上や経済成長等の実現への貢献」

・スポーツの実施によるウェルビーイングの向上
・認知機能の低下，ストレスの軽減，メンタルヘルスの改善→労働力不足の解消・経済成長
・高齢化の進展に伴う社会保障額の増加にも貢献し得る
・障害の有無，言葉や言語の違いを超えて，人と人の繋がりを形成する

→スポーツの価値の更なる向上を目指す

2．運動習慣の形成

上地ほか（2012）青少年期における運動志向性と行動変容技法の関係．体育学研究, 57: 455-469.

“保健 × 体育・体育理論”

運動志向性 ーそもそも運動することの動機は何か？

第４期スポーツ基本計画の策定について中間報告（https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/shingi/001_index/toushin/1420653_00015.htm）

“個に応じた目標・めあての設定”

“個に応じた課題の設定”

“教材・教具の工夫”

“協同的に学ぶ場”

“保健 × 体育・体育理論”

2．運動習慣の形成

「体育授業の学び方」「どうしたら楽しくなるか」「運動の動機」から見る，
体育授業改善のためのヒント

協同的に学ぶ学習指導モデルの
実践例の紹介

サッカー系の教材・教具の紹介



3．協同的に学ぶ学習指導モデルの実践例の紹介

５.教師の評価

６.チームの報酬

２.教師の説明

【チームス】
3〜4人の異質集団

・1チーム4人

【教師の説明】
デモンストレーションや説明

【タスクカードを用いた練習】
タスクカードを使った課題の練習

【仲間の評価】
コーチと選手の役割で教え合い

【教師の評価】
教師が観察・評価
【チームの報酬】

ゲームに参加（集団マットの練習）

（Cervantes et al., 2007）

４.仲間の評価

３.タスクカードを用いた練習

不合格

合格

１. チーム

PACERの手続き 教え合いを助けるタスクカードの例

3．協同的に学ぶ学習指導モデルの実践例の紹介

4．サッカー系の教材・教具の紹介

molten
ソフトライトドッジボール2号球

→空気を抜いた

フロアキックボール（小学校低学年・中学年）

難しい足でのボール操作
を易しくするために，
攻守を分離してみる

村井・荻原（2021）小学校体育授業における「フロアキックボール」教材の学習成果の検討：—児童のボールを蹴る・止める技能に着目して．体育科教育学研究，37(1)：17-33

EVERNEW
ソフトスライドサッカー

3対3で行うことも
できる

フリーゾーン：落ち着いた状況下でボールを操作・判断できる
一方向：攻守の切り替わりがないことで，攻撃の戦術に関する理解がしやすい
アウトナンバー：4対3や4対2など，攻撃人数を増やすことで空いてるスペースを認識しやすい
ゴールの工夫：台形など，コート内にゴールが突き出ることで，シュートの範囲（機会）が増える

村井(2025)場面別イラストでチェック！子どもを動かす・子どもに伝わる教師の言葉かけ．「楽しい体育の授業」2025年10月号，明治図書．
日笠（2024）共生の視点を重視したゴール型サッカーの学習に関する研究ーアダプテーション・ゲームにおける児童のゲームパフォーマンス
に着目してー．令和5年度千葉県長期研修生研究報告（体育）

フリーゾーンの設置や一方向型のゲーム（小学校中・高学年・中学校）

4．サッカー系の教材・教具の紹介



フリーゾーンを設けた教材（小学校高学年・中学校）

・フリーゾーンの生徒は固定。攻撃時のみ参加可能。
・フリーゾーンからのシュート可。
・相手側のハーフコートに入ってから1度味方にパスをしないとシュートできない。
・「ゴール前ゾーン」で点を決めれば2点，ダイレクトシュートで決めれば3点

フリーゾーン
※各チーム１名のみ，自陣のゾーンに入れる

ゴール前ゾーン
※得点しやすい場所を強調し，ゴール前の空間を意識させる

須甲（2021）ゴール型ゲームの教材づくり・授業づくり．体育科教育学入門［三訂版］，岡出ほか編著．大衆館書店．

4．サッカー系の教材・教具の紹介

技能だけではないサッカーの価値を学ぶ

4．サッカー系の教材・教具の紹介

・大会の運営・企画（スポーツを支える）の方法を学ぶ
・作戦会議などを通して他者の意見に耳を傾けることを学ぶ
・フェアプレーを学ぶ
・仲間と協力することを学ぶ
・スポーツを通して性別や国籍，障害の有無を超えて，人々が
つながることを学ぶ

経験の差や，技能差が多く表出されるからこそ，他では経験できない学びがある

4．サッカー系の教材・教具の紹介

https://www.jfa.jp/grass_roots/walkingfootball/

技能だけではないサッカーの価値を学ぶ

ご清聴いただき
ありがとうございました。

村井梨沙子：r-murai@tokai.ac.jp


